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自己紹介

•馬奈木俊介 (まなぎ しゅんすけ)

工学部 教授（都市計画担当）、 総長補佐(SDGs担当)

(主幹教授、都市研究センター長)

都市研究センター：

工学、医学、理学、経済学、教育学、農学、芸工の教授参画

•日本学術会議 会員＆サステナブル投資小委員会委員長



自己紹介

•国連・新国富報告書(Inclusive Wealth Report)代表

•専門：都市工学、経済学

• グローバルレポート

（2014, 2018, 2021）

•各国レポート

（インド、中国、イギリス、タイ）
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（一財）SDGs認定機構
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株式会社サステナブルスケール
Sustainable Scale
FFG SDGs事業開始

SDGs評価における新しい“ものさし”により、SDGsの取組みを適切に評

価し定量的に見える化・周知していくことで、地域社会・企業の持続可

能性を重視した経営の転換、いわゆる「サステナビリティ・トランス

フォーメーション（SX）」の実現に向けた取組みを推進してまいります。
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ESG経営支援領域で業務提携し、企業のSXを推進
（電通×ベクトル）



ＧＤＰを
超えて

Beyond GDP



•インフラの価値に健康、教育、自然の価値も考慮

持続可能性の評価：新国富報告書
（Inclusive Wealth Report）

ノーベル賞：アロー教授、トービン教授、ノードハウス教授

ダスグプタ教授
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“包括的な成長”
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政策決定プロセスに実際に利用している

経験＋勘 → ステークホルダー（住民＋政策決定者）
意見の明示化（金銭単位）

1．自治体の目標
（福岡県久山町、宮若市、直方市、中間市）

２．部署及び担当政策での予算額を算定等の政策（久山町・宮若市）
― 公園整備や保育所充実など２２２５万円

３．総合政策作成へ（直方市）
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地方の経済2017－地域の「稼ぐ力」を高め
る－（内閣府）

•地域の「稼ぐ力」について、自然資本、人的資本、

物的資本に注目する
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自然資本の活用（環境省）

•第五次環境基本計画



医学住宅
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心筋梗塞・脳梗塞・心停止兆候を

重症化させず事前に救うAI機能

転倒事故防止AIカメラ

モニタリングシステム





人的資本の増加に
より企業価値が
大きく改善する



馬奈木俊介

別府市
免疫力日本一宣言へ



医学の学術雑誌掲載

•汚染の健康影響

•健康資本

• ストレス削減

•病気の価値化





九州大学



免疫力日本一宣言へ

「新国富指標」を高める政策にパラダイムシフトを図り、将
来の世代に引き継ぐ。別府市の経済の持続可能性を担保
し、人々を幸せに。
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おわりに

「新国富指標」を高める政策に

パラダイムシフトを図り、将来の世代に

引き継ぐ。地域の経済の持続可能性を

担保し、人々を幸せに。

そのための事業の成功が必要。
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